令和８年度福岡県粕屋保健所運営協議会　議事（要旨）

１　開催日時
　令和８年９月１６日（水）　１３時５５分から１５時４５分まで

２　開催場所

　福岡県粕屋保健福祉事務所　中会議室

３　出席者
　委員１８名中１４名出席　事務局９名、傍聴者０名

４　議　事
（１）部会報告
以下の３部会について事務局から報告を行った。委員から以下の意見、質問があった。
ア　救急医療部会（８月５日開催）
　　　　意見・質問等なし。
イ　保健事業部会（５月２９日開催）
（質問）高血圧予防は行動変容に繋げることが大事である。どのような取組みがあるか。
（回答）各市町と協力しながら、「スマソル（減塩プロジェクト）」等を実施している。
（意見）健康とは心身ともに健全であることである。社会的に弱い立場の人に寄り添った事業をしてほしい。
（質問）ＣＫＤ・糖尿病対策で、特定健診の受診率が重要だが、各市町の受診率はどうか。
（回答）平均して約４０％、粕屋町の受診率が高い。
　　ウ　精神保健福祉部会（６月１２日開催）
（質問）オンライン診療で多くの薬を処方されている方がいる。オーバードーズ等で問題になっていないか。
（回答）事務局では把握していない。
（意見）東京都の医療機関をオンライン受診し、診断書を持ってくる方もいる。精神科医療では対面での聴取等が必要であり、オンライン診療には課題がある。
（意見）離島やへき地医療でオンライン診療は有用であるが、医療は対面が基本である。医師会、厚生労働省でも議論されているが、県としてもどう対応するか検討していただきたい。

（２）保健所の取り組み
各課の主要事業について事務局から説明を行った。委員から以下の意見、質問があった。
　　ア　総務企画課
　　　　意見・質問等なし。
イ　健康増進課
　　　　意見・質問等なし。
ウ　保健衛生課
（意見）動物愛護については繁殖抑制が重要だが、県の地域猫事業についての補助金は、予算額が少ないため利用が増えない。保健所からも県に働きかけていただきたい。
（意見）高齢者のペットに関する問題について、古賀市では福祉・介護分野と環境分野が連携して、高齢者のペット飼育状況を把握し、急病等で本人が飼育できくなる事態に備える事業を数年前から行っている。このような取り組みを県全体に広げてほしい。
（意見）インフルエンザについて、すでに流行が始まっているが、１０月１日までインフルエンザワクチンの予防接種ができない。柔軟な対応をお願いしたい。

（３）その他
　　以下の事項について事務局から説明を行った。委員から以下の意見や質問があった。
ア　新たな地域医療構想について
（意見）粕屋地域は北部と南部で状況が異なるという特殊性がある。地域のニーズ・意見を十分に反映させる会議としてほしい。
（意見）県が、データ等を踏まえ、各市町の対応について方向性を示してほしい。
イ　 ダニ媒介感染症に注意しましょう
（意見）県庁のホームページを見る人は限られている。住民に危険性を周知するためには、市町村広報誌への掲載やチラシ等の身近な媒体を活用して広く啓発を行うべきである。
ウ　 令和８年熊本地震における被災地支援
（意見）在宅酸素利用者等について、非常時に電源確保できるのか心配である。
（意見）非常電源の確保について、助成事業を行っている自治体もある。
（意見）粕屋医師会は、市町と災害時に避難所に医師を派遣する協定をしている。
（意見）災害関連死の原因として誤嚥性肺炎が多く、口腔管理は誤嚥性肺炎を予防する上で重要。熊本地震でも歯科医療チーム（ＪＤＡＴ）が活動した。
（意見）氷川町に保健師を派遣、在宅避難者の健康管理にあたった。県や市町と連携し、担当者が交代しても「同じ被災者を継続して見守り続ける」体制が重要だ。
（意見）活力ある地方をつくる首長の会の事務総長代理をしており、発災直後から八代市と会員をつなぐハブとして活動、八代市から保健師の派遣を要請され、多くの市町の協力を得て、八代市に入った保健師全体の約４割にあたる「延べ６００人」の派遣が実現、災害関連死の防止等に寄与した。既存スキームの限界もあり、自治体同士による迅速な広域連携・支援が非常に有効であった。今回の経験をもとに、政府などに対しても働きかけを行い、また、自地域の防災力強化に活かしていかなければならない。
